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宗
制
か
ら
み
た
戦
前
戦
後
の
日
蓮
宗

明
治
か
ら
昭
和
に
い
た
る
日
蓮
宗
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

影

山

教

俊

こ
れ
か
ら
私
が
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
で
は
日
本
文
化
が
断
絶
さ
せ
ら
れ
た
背
景
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
宗
教
法
人

日
蓮
宗
と
い
う
宗
教
団
体
が
、
そ
の
宗
教
的
な
権
威
を
支
え
る
歴
史
と
伝
統
を
放
棄
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
変
化
の
過
程

が
お
よ
そ
一
四
〇
年
と
い
う
長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
進
行
し
た
た
め
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
目
に
は
、
日
蓮
宗
と
い
う
宗
教
団
体
が

宗
教
的
な
権
威
を
支
え
る
歴
史
と
伝
統
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
大
づ
か
み
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
そ
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

１

明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
日
蓮
宗
に
つ
い
て

さ
て
、
現
在
の
私
た
ち
は
、
日
蓮
宗
と
い
う
宗
名
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
こ
の
日
蓮
宗
と
名
乗
る
以
前
の
江
戸
時
代
ま
で
は
、
日
蓮
門

下
の
各
門
流
を
総
称
し
て
「
日
蓮
法
華
宗
」
と
い
い
、
天
台
法
華
宗
と
峻
別
し
て
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
れ
が
な
ぜ
急
ぎ
日
蓮
宗
と
名
乗
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
宗
教
弾
圧
が
行
わ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
と
は
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
（
慶
応
三
年
十
月
、
一
八
六
七
年
）
か
ら
明
治
天
皇
の

王
政
復
古
宣
言
（
同
年
一
二
月
）、
江
戸
幕
府
の
倒
壊
（
慶
応
四
年
）
を
経
て
、
明
治
新
政
府
の
成
立
に
い
た
る
一
連
の
過
程
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
明
治
維
新
の
目
的
は
と
い
え
ば
、
江
戸
幕
府
が
築
い
た
幕
藩
体
制
の
打
倒
で
あ
っ
た
。
そ
の
幕
藩
体
制
は
、
各
藩
の
経

済
基
盤
で
あ
る
領
地
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
民
衆
は
現
代
の
戸
籍
法
に
あ
た
る
寺
請
制
度
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
明

治
新
政
府
は
、
慶
応
四
年
三
月
十
三
日
（
一
八
六
八
年
）
に
祭
政
一
致
・
神
祇
官
再
興
（
天
皇
・
宗
教
に
よ
る
国
家
政
治
）
を
布
告
し
、

同
二
十
八
日
に
神
仏
分
離
令
（
神
仏
習
合
を
廃
止
）
を
発
布
し
、
幕
藩
体
制
の
要
で
あ
っ
た
仏
教
を
排
撃
し
た
。

と
く
に
明
治
四
年
一
月
五
日
（
一
八
七
一
年
）
に
は
社
寺
領
上
地
令
が
発
布
さ
れ
、
寺
院
は
そ
の
経
済
的
な
基
盤
が
奪
わ
れ
る
と
い
う

危
機
に
直
面
し
、
つ
づ
い
て
同
年
四
月
四
日
の
戸
籍
法
の
制
定
、
宗
門
人
別
帳
、
寺
請
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
今
様
に
い
え
ば
急
き
ょ
官
営

か
ら
民
営
化
さ
れ
た
た
め
、
仏
教
界
は
大
混
乱
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
明
治
政
府
は
、
混
乱
し
た
仏
教
界
を
統
制
す
る
た
め
に
一
宗
一
管
長
制
を
提
示
し
、
日
蓮
門
下
は
そ
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、

新
政
府
の
高
官
に
お
ぼ
え
の
よ
い
新
居
日
薩
師
が
管
長
と
な
り
、
日
蓮
法
華
宗
の
二
字
を
と
っ
て
宗
名
と
し
、
日
蓮
宗
と
名
乗
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
上
こ
の
日
蓮
門
下
を
日
蓮
宗
と
し
て
統
括
し
な
が
ら
、
身
延
山
久
遠
寺
、
池
上
本
門
寺
、
京
都
妙
顕
寺
、
京
都
本

圀
寺
、
中
山
法
華
経
寺
の
間
で
、
世
に
い
う
「
五
山
盟
約
」（
明
治
五
年
九
月
、
一
八
七
二
年
）
が
な
さ
れ
て
、
五
山
を
も
っ
て
大
本
山

に
定
め
、
こ
の
五
山
の
中
か
ら
管
長
を
選
出
し
、
管
長
は
五
山
の
総
代
と
し
て
東
京
に
在
位
し
公
平
に
宗
務
を
総
括
す
る
こ
と
な
ど
、
ま

た
五
山
の
住
職
を
決
め
る
と
き
に
は
、
法
類
の
中
で
人
選
公
挙
す
る
こ
と
、
五
山
会
合
の
と
き
は
身
延
を
席
首
と
す
る
こ
と
な
ど
が
盟
約

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
互
い
に
分
立
す
る
五
山
始
め
四
十
四
箇
本
山
の
状
況
を
身
延
中
心
の
共
同
体
制
（
日
蓮
宗
）
へ
と
転
換
し
た

の
で
あ
る
。

さ
て
、
当
初
こ
の
よ
う
な
宗
門
内
の
制
度
は
、
明
治
十
七
年
八
月
二
日
（
一
八
八
四
年
）
の
太
政
官
布
達
（
現
行
の
宗
教
法
人
）
に

よ
っ
て
公
的
に
認
証
さ
れ
、
そ
れ
は
現
在
の
宗
制
に
準
ず
る
『
宗
制
・
寺
法
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
『
日
蓮
宗
宗
規
宗

則
』、
あ
る
い
は
『
日
蓮
宗
法
令
』『
日
蓮
宗
法
規
』
を
経
て
、
昭
和
十
五
年
に
は
宗
教
団
体
法
の
施
行
に
伴
い
『
日
蓮
宗
宗
制
』
と
名
称

が
変
わ
っ
た
が
、
そ
れ
は
現
在
と
同
様
に
宗
制
枠
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
私
た
ち
が
熟
知
し
て
い
る
現
行
の
宗
務
院
機
構
も
、
明
治
期
、
戦
中
、
戦
後
と
、
そ
の
時
々
の
国
家
体
制
と
宗
門
体
制
の
関
わ

り
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が
重
ね
ら
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
中
期
ま
で
は
、
さ
き
の
よ
う
に
五
山
盟
約
の
実
権

者
で
あ
る
管
長
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
四
年
の
開
催
さ
れ
た
第
一
宗
会
に
よ
っ
て
立
憲
管
長
制
へ
と
機
構
が
整
備

さ
れ
、
さ
ら
に
宗
制
に
基
づ
く
業
務
の
分
業
体
制
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
点
で
や
っ
と
日
蓮
宗
と
し
て
の
体
裁
が
確
立
さ
れ
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
明
治
期
か
ら
昭
和
十
五
年
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
ま
で
、
日
蓮
宗
の
宗
制
枠
に
基
づ
く
宗
門
運
営
に
は
現

代
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
の
宗
門
が
身
延
を
中
心
と
す
る
五
山
盟
約
に
よ
る
四
十
四
箇
本
山
の
共
同
体

制
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
宗
務
院
の
役
職
任
免
に
も
本
山
の
意
向
が
関
係
し
て
い
た
り
、
ま
た
本
山
の
檀
林
や
学
林
で
一
定
期
間
の
修
学

を
す
れ
ば
、
本
山
か
ら
僧
階
が
授
与
さ
れ
、
さ
ら
に
入
寺
に
お
い
て
は
僧
階
相
応
の
袈
裟
の
色
で
格
付
け
さ
れ
た
寺
院
、
具
体
的
に
は
素

紫
の
寺
院
や
、
茶
金
の
寺
院
な
り
へ
と
入
寺
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
山
の
も
っ
て
い
た
由
緒
や
故
事
来
歴
な
ど
、
そ
の
本
山
の
歴
史
と
伝
統
に
よ
っ
て
日
蓮
宗
は
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
宗
門
は
そ
の
よ
う
な
本
山
の
振
る
舞
い
を
宗
制
枠
に
基
づ
く
業
務
の
分
業
体
制
に
よ
っ
て
認
証
す
る
形
で
機
能
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
は
宗
会
議
員
と
い
え
ど
も
、
千
葉
県
本
土
寺
、
千
葉
県
弘
法
寺
、
京
都
府
妙
頂
寺
、
佐
賀
県
光
勝
寺
、
新
潟
県

妙
宣
寺
、
京
都
府
本
満
寺
、
静
岡
県
本
覚
寺
、
茨
城
県
久
昌
寺
、
千
葉
県
誕
生
寺
、
栃
木
県
妙
顕
寺
な
ど
の
本
山
の
貫
首
は
一
級
議
員
と

し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
各
本
山
の
振
る
舞
い
が
そ
れ
な
り
の
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
事
実
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
代
の
修
法
師
の
認
証
に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
法
華
経
寺
の
山
規
に
規
定
さ
れ
た
正
中
山
行
堂
（
遠
壽
院
行
堂
）
に
て

一
百
日
加
行
し
た
加
行
僧
を
、
宗
門
が
日
蓮
宗
の
修
法
師
と
し
て
追
認
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
日
蓮
宗
は
宗
務
行
政
（
機

関
）
と
し
て
の
役
割
に
徹
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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昭
和
十
五
年
の
宗
教
団
体
法
成
立
に
よ
る
日
蓮
宗
の
変
化
に
つ
い
て

と
こ
ろ
が
、
本
山
に
許
さ
れ
て
い
た
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
振
る
舞
い
を
、
日
蓮
宗
が
宗
制
枠
に
よ
っ
て
追
認
す
る
形
で
は
機
能
で

き
な
い
事
態
に
立
ち
い
た
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
昭
和
十
五
年
四
月
一
日
（
一
九
四
〇
年
）
に
施
行
さ
れ
た
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て
行
く
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
宗
教
を
統
制
し
、
天
皇
制
政
府
の
国
策
に
奉
仕
さ
せ
る
と
い
う
国
政
の
あ
り
方
は
、
明
治
新
政
府
の
発
足
以
来
の
基

本
的
な
宗
教
政
策
で
あ
っ
た
が
、
時
代
は
昭
和
を
迎
え
る
と
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
最
大
の
事
件
で
あ
る
昭
和
十
一
年
の
二
・
二
六
事
件
を
境

に
、
大
日
本
帝
国
軍
部
の
政
治
的
制
覇
は
確
立
し
、
日
本
国
は
日
中
戦
争
を
か
わ
き
り
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
戦
時
国
家
総
動
員
体
制
（
昭
和
十
三
年
の
国
家
総
動
員
法
公
布
）
の
最
中
で
、
こ
の
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
「
宗
教
の
宣
布

は
即
ち
こ
れ
皇
道
（
天
皇
制
国
家
神
道
）
の
宣
布
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
諸
宗
教
は
強
制
的
に
「
天
皇
制
国
家
神
道
」
に
従
属
さ
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
六
年
二
月
八
日
（
一
九
四
一
年
）
に
は
こ
の
団
体
法
を
追
っ
て
、
日
本
史
上
に
悪
名
の
高
い
治
安
維
持
改
正
法
が
国
会
で

可
決
さ
れ
、
こ
の
恐
る
べ
き
弾
圧
法
規
に
よ
っ
て
、
さ
き
の
「
天
皇
制
国
家
神
道
」
を
笠
に
着
た
宗
教
弾
圧
が
思
い
の
ま
ま
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
に
国
家
権
力
は
右
手
に
は
宗
教
団
体
法
、
左
手
に
は
治
安
維
持
法
の
剣
を
た
ず
さ
え
る
こ
と
で
、
宗
教
弾

圧
の
体
制
は
完
璧
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
宗
教
弾
圧
の
具
体
的
な
事
実
に
ふ
れ
る
と
、
昭
和
十
五
年
四
月
に
こ
の
宗
教
団
体
法
が
公
布
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
公
認
さ
れ
て

い
た
宗
教
団
体
は
、
そ
の
法
律
に
従
っ
て
こ
れ
ま
で
の
宗
制
を
「
天
皇
制
国
家
神
道
」
に
従
属
す
る
よ
う
に
改
定
し
、
新
た
に
承
認
を
受
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け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
仏
教
諸
派
の
教
義
や
聖
典
に
対
す
る
政
府
の
干
渉
は
昭
和
六
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
天

皇
た
ち
を
「
僅
か
の
小
島
の
主
」
と
呼
び
、
崇
俊
天
皇
を
「
腹
悪
し
き
王
」
と
す
る
日
蓮
遺
文
は
、
こ
と
さ
ら
問
題
が
多
か
っ
た
の
で
あ

る
。
法
華
宗
は
、
こ
れ
ら
の
不
敬
の
文
言
を
削
除
せ
よ
と
い
う
厳
命
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ
を
拒
ん
だ
た
め
に
昭
和
十
六
年
に
は
当
局
に

よ
っ
て
幹
部
の
一
斉
検
挙
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
蓮
宗
は
こ
の
よ
う
な
弾
圧
を
回
避
す
る
た
め
、
こ
の
宗
教
団
体
法
の
公
布
を
受
け
て
、
日
蓮
宗
宗
務
総
監
平
間
壽
本
師

は
、
宗
綱
審
議
会
を
設
け
て
宗
教
団
体
法
に
沿
っ
た
宗
制
に
定
め
る
教
義
の
原
案
づ
く
り
を
始
め
、
そ
の
六
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六

回
臨
時
宗
会
で
、
平
間
内
局
は
さ
き
の
宗
綱
審
議
会
が
答
申
し
た
「
日
蓮
宗
教
義
原
案
」
を
基
に
宗
制
案
を
上
程
し
、
こ
の
議
案
は
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
内
局
の
原
案
が
新
定
宗
制
と
し
て
通
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
、
共
通
す
る
宗
派
間
の
強
制
的
な
合
同
が
行
わ
れ
た
た
め
、
日
蓮
宗
で
は
昭
和
十
六
年
正
月
に
三
宗
派

合
同
の
合
意
を
確
認
し
、
ま
た
他
の
二
宗
派
も
こ
れ
に
同
調
し
、
か
く
し
て
同
年
三
月
に
日
蓮
宗
と
顕
本
法
華
宗
と
本
門
宗
と
合
同
し
、

宗
教
法
人
日
蓮
宗
が
文
部
大
臣
の
設
立
許
可
を
受
け
、
新
た
な
る
日
蓮
宗
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
文
部
省
は
こ
の
新
定
宗
制
を
、
三
月

二
十
九
日
に
認
可
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
、
こ
れ
が
三
派
合
同
の
実
体
で
あ
っ
て
、
こ
の
新
体
制
で
は
旧
顕
本
法
華
宗
と
旧
本
門
宗
が
ほ
と
ん
ど
無
条
件
で
臨
ん
だ
た

め
に
、
さ
き
に
日
蓮
宗
が
作
成
し
た
新
定
宗
制
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
は
日
蓮
遺
文
の
「
不
敬
字
句
削
除

問
題
」
は
お
お
づ
め
を
迎
え
て
お
り
、
当
局
に
重
要
遺
文
七
十
四
篇
を
選
び
出
し
、
こ
の
中
の
本
文
削
除
二
〇
五
か
所
と
目
次
訂
正
三
か

所
、
計
二
〇
八
か
所
の
削
除
訂
正
を
上
申
し
て
い
る
が
、
文
部
省
は
内
閣
情
報
局
の
強
硬
な
姿
勢
を
考
慮
し
、
未
だ
不
十
分
と
し
て
再
検

討
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
政
府
は
、
日
米
決
戦
を
目
前
に
し
て
、
戦
時
強
化
の
思
想
統
制
を
断
行
し
、
五
・
一
五
事
件
や
二
・
二
六
事
件
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
な
っ
た
日
蓮
遺
文
と
、
そ
の
提
供
者
と
目
さ
れ
た
日
蓮
教
団
へ
の
厳
し
い
締
め
つ
け
と
、
体
制
翼
賛
の
刷
新
を
強
要
し
て
い
た
の
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で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
蓮
宗
は
こ
の
弾
圧
を
避
け
る
た
め
に
、
宗
教
団
体
法
に
沿
っ
て
、
新
定
宗
制
と
い
う
と
聞
こ
え
は
い
い
が
、
実
際
に
は
戦

時
強
化
の
思
想
統
制
に
従
っ
て
、「
不
敬
字
句
削
除
問
題
」
で
は
抵
触
す
る
日
蓮
遺
文
を
自
主
的
に
削
除
す
る
な
ど
し
て
、
大
政
翼
賛
の

刷
新
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
は
文
部
省
が
さ
き
の
新
定
宗
制
を
認
可
し
た
三
月
二
十
九
日
に
、
宗
教
法
人
日
蓮
宗
と
し
て
は
存

在
し
た
が
、
宗
教
教
団
日
蓮
宗
と
し
て
は
、
布
教
教
化
の
活
動
を
放
棄
し
た
と
い
え
る
。

戦
後
六
十
年
を
迎
え
る
本
年
、
宗
内
で
も
不
戦
決
議
や
平
和
宣
言
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
し
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
が
、
宗
教
者
は
政

治
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
避
け
て
宗
教
的
に
応
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
宗
教
的
に
と
は
、
そ
の
時
代
の
日
蓮
宗
が
弾
圧
を
回
避
す
る
た
め
と
は
い

え
、
日
蓮
遺
文
の
不
敬
字
句
を
削
除
し
た
こ
と
は
、
正
法
を
立
て
国
を
安
ん
ず
る
た
め
に
国
家
諫
暁
し
た
宗
祖
の
生
き
方
を
否
定
す
る
大

謗
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
謗
法
を
懺
悔
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

論
題
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
論
及
し
な
い
が
、
こ
の
宗
制
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
皇
国
日
本
・

大
政
翼
賛
を
強
要
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
日
蓮
宗
が
宗
制
を
変
節
さ
せ
日
蓮
遺
文
を
削
除
す
る
な
ど
、
布
教
教
化
を
放
棄
し
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
さ
ら
に
宗
門
運
営
に
お
い
て
は
本
末
関
係
の
解
消
が
公
的
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
本
末
解
消
の
経
緯
は
と
い
え
ば
、
戦
時
体
制
下
の
中
央
集
権
的
な
時
勢
に
倣
い
、
昭
和
十
三
年
三
月
の
日
蓮
宗
は
第
三
十
三
宗
会

に
お
い
て
「
祖
廟
中
心
制
度
」
を
制
定
し
た
も
の
の
、
そ
の
時
点
で
は
大
本
山
・
本
山
を
の
ぞ
き
全
国
寺
院
を
身
延
山
久
遠
寺
の
末
寺
に

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
派
合
同
に
よ
っ
て
宗
教
団
体
法
の
下
に
新
た
に
宗
教
法
人
日
蓮
宗
が
設
立
さ
れ
る
と
、

す
で
に
昭
和
十
五
年
十
月
に
は
本
山
会
の
意
向
も
本
末
解
消
を
容
認
し
て
い
た
た
め
に
、
総
本
山
久
遠
寺
を
の
ぞ
き
す
べ
て
の
寺
院
の
寺

格
が
平
等
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
な
に
を
意
味
す
る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
解
消
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
本
山
に
許
さ
れ
て
い
た
由
緒
や
故
事
来
歴
、
と
く
に
そ
れ
ま

で
本
山
が
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
っ
て
行
っ
て
き
た
、
僧
侶
の
養
成
に
始
ま
り
、
僧
階
の
授
与
や
法
類
住
職
の
任
免
権
な
ど
が
、
宗
制
枠
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に
組
み
入
れ
ら
れ
て
、
宗
門
の
行
政
機
関
が
そ
れ
を
執
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
ら
、
宗
務
行
政
（
機
関
）
が

宗
務
役
職
の
任
免
権
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
っ
と
も
大
き
な
痛
手
は
、
こ
の
本
末
解
消
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
本
山
と
末
寺
の
関
係
で
営
ま
れ

て
い
た
経
済
基
盤
が
崩
壊
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
山
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
固
定
資
産
か
ら
の
収
益
や
、
僅
少
檀
信
徒
の
護
持
力
を
も
っ
て

し
て
も
、
そ
の
維
持
経
営
に
困
難
を
来
た
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
加
え
て
宗
教
法
人
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
本
山
の
寺
有
地
は
各
末
寺

の
所
有
地
と
し
て
、
平
等
の
法
人
格
も
の
と
に
分
割
さ
れ
、
所
属
の
檀
家
と
共
に
独
立
形
体
を
整
え
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

３

戦
後
の
日
蓮
宗
に
つ
い
て

さ
て
、
さ
き
の
「
天
皇
制
国
家
神
道
」
を
笠
に
着
た
国
家
権
力
に
よ
る
宗
教
弾
圧
が
ま
か
り
通
っ
た
時
代
も
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
（
一
九
四
五
年
）
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
と
共
に
終
局
を
迎
え
、
悪
名
高
き
宗
教
団
体
法
も
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
同
年
十
二

月
八
日
に
宗
教
法
人
令
（
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
）
が
公
布
さ
れ
、
政
治
的
、
社
会
的
お
よ
び
宗
教
的
な
自
由
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
後
の
混
乱
期
に
こ
の
自
由
法
令
が
施
行
さ
れ
た
た
め
に
、
宗
教
法
人
乱
立
の
傾
向
と
、
宗
教
団
体
本
来
の
目
的
が
は
き
違

え
ら
れ
る
な
ど
、
宗
教
の
尊
厳
を
穢
し
、
宗
教
法
人
と
し
て
社
会
の
信
頼
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
二
十
六

年
四
月
三
日
（
一
九
五
一
年
）
に
新
た
に
宗
教
法
人
法
が
公
布
さ
れ
、
宗
教
法
人
令
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
行
の
宗
教
法
人
法
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
宗
門
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
の
小
湊
宗
会
直
後
に
「
日
蓮
宗
法
規
」、
同
二
十
三
年
（
一
九
四

八
年
）
に
は
「
日
蓮
宗
規
則
」
を
制
定
し
、
同
二
十
四
年
の
第
十
臨
時
宗
会
で
は
「
日
蓮
宗
宗
制
」
が
制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
二
十
五
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年
（
一
九
五
〇
年
）
の
第
十
一
宗
会
で
は
宗
制
特
別
委
員
会
の
答
申
を
得
て
、
弱
体
化
し
た
宗
門
の
結
束
を
よ
り
強
力
な
も
の
に
す
る
た

め
、
祖
山
中
心
の
宗
門
体
制
の
確
立
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
新
宗
教
法
人
法
の
施
行
に
伴
っ
て
、
同
二
十
六
年
第
十
三
宗
会
で
は
開
宗
七
百
年
の
慶
讃
年
を
目
し
て
、
宗
本
一
体
の
体
制
へ

と
大
改
正
が
行
わ
れ
、「
開
宗
七
百
年
慶
讃
会
規
程
」
を
含
む
「
日
蓮
宗
宗
制
」
が
制
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
、
こ
れ
が
戦
後
の
宗
本
一
体
の
体
制
（
祖
山
中
心
制
度
）
で
あ
り
、
宗
門
と
祖
山
と
が
一
体
に
な
っ
た
新
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
宗
本
一
体
の
体
制
は
、
戦
後
の
宗
門
的
な
結
束
が
ゆ
る
ん
だ
混
乱
期
を
乗
り
切
る
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
勅

令
に
よ
っ
て
政
治
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
な
自
由
が
保
障
さ
れ
た
社
会
に
あ
っ
て
は
、
宗
門
行
政
が
一
方
的
に
「
身
延
山
を
祖
山
と
公
称

し
、
祖
山
の
法
灯
を
継
承
す
る
者
を
法
主
、
そ
の
法
主
を
無
問
責
の
象
徴
的
存
在
」
と
規
定
し
た
り
、
ま
た
宗
門
行
政
の
要
で
あ
る
宗
務

総
監
制
や
宗
会
制
度
を
廃
止
す
る
な
ど
、
戦
後
の
民
主
化
の
波
に
逆
行
す
る
よ
う
な
こ
の
体
制
は
改
正
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

そ
の
三
年
後
の
同
二
十
九
年
四
月
（
一
九
五
四
年
）、
管
長
制
、
宗
会
制
の
復
活
と
共
に
宗
本
分
離
、
三
権
分
立
の
体
制
へ
と
大
幅
に

改
正
さ
れ
た
。
そ
の
形
式
の
骨
子
は
現
在
の
「
日
蓮
宗
宗
制
」
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、「
日
蓮
宗
宗
憲
」「
日
蓮
宗
規
則
」「
日
蓮
宗
規
程
」

の
三
種
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

「
宗
憲
」
と
は
宗
門
の
憲
法
と
い
う
べ
き
定
め
で
あ
り
、
伝
統
、
宗
旨
、
本
誓
な
ど
日
蓮
宗
独
特
の
特
色
を
表
現
し
、
宗
教
団
体
と
し

て
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
る
。「
規
則
」
と
は
宗
教
法
人
法
に
則
る
包
括
法
人
日
蓮
宗
の
定
め
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
認

証
を
必
要
と
す
る
。
現
在
の
日
蓮
宗
寺
院
（
被
包
括
法
人
）
の
寺
院
規
則
は
「
日
蓮
宗
宗
制
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
準
拠
し
て
、
と
く
に

「
日
蓮
宗
規
則
」
に
準
拠
し
て
作
成
し
、
都
道
府
県
知
事
の
認
証
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
規
程
」
と
は
「
宗
憲
」
に
基

づ
く
必
要
事
項
の
具
体
的
な
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
制
は
、
宗
教
団
体
の
和
合
と
興
隆
と
を
念
願
す
る
堅
固
な
信
仰
に
基
づ
い
て

定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
僧
侶
の
道
念
と
、
信
徒
の
信
念
と
に
よ
っ
て
遵
守
す
べ
き
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
昭
和
二
十
九
年
に
宗
本
一
体
の
体
制
か
ら
民
主
的
な
宗
制
へ
と
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
背
景
に
は
い
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く
つ
か
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
き
に
の
よ
う
に
、
戦
前
の
本
末
解
消
に
よ
っ
て
本
山
と
末
寺
が
法
人
格
の
上
で
は
平
等

と
な
り
、
末
寺
は
そ
の
法
人
化
を
基
礎
に
本
山
の
寺
領
な
ど
を
分
割
し
て
自
立
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
寺
領
な
ど
が
昭
和
二
十
二
年
の
農

地
解
放
に
よ
っ
て
雲
散
霧
散
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
え
ば
、
明
治
時
代
に
い
た
っ
て
法
制
上
の
宗
名
を
日
蓮
宗
と
称
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
の
日
蓮
宗
の

権
威
性
は
、
身
延
を
中
心
と
す
る
五
山
盟
約
に
よ
る
四
十
四
箇
本
山
の
共
同
体
制
で
運
営
さ
れ
、
そ
れ
は
五
山
盟
約
に
よ
っ
て
護
ら
れ
て

い
た
各
本
山
の
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
権
威
性
は
、
戦
前
の
本
末
解
消
と
戦

後
の
農
地
解
放
な
ど
の
施
策
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
護
ら
れ
て
き
た
各
本
山
の
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
振
る
舞
い
が
、
完
全
に
断
絶
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
の
施
策
に
よ
っ
て
、
宗
教
法
人
法
の
寺
領
が
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
寺
院
や
僧
侶
の
宗
教
的
な
権
威

性
を
支
え
て
き
た
由
緒
や
故
事
来
歴
に
代
わ
っ
て
、
檀
家
数
の
多
少
に
よ
る
集
金
能
力
、
つ
ま
り
、
そ
の
寺
院
の
経
済
性
が
そ
れ
ま
で
の

権
威
性
に
と
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
戦
後
の
農
地
解
放
な
ど
の
施
策
に
よ
っ
て
、
伝
統
教
団
を
支
え
て
き
た
経
済
的
な
基
盤
が
失
わ
れ
た
ば
か
り
で
は
な

く
、
そ
れ
ま
で
日
本
の
家
族
社
会
を
守
っ
て
き
た
家
族
制
度
を
支
え
た
経
済
基
盤
（
田
畑
山
林
・
家
屋
敷
）
も
失
わ
れ
た
結
果
、
相
続
す

る
家
が
消
え
、
長
男
の
継
承
す
る
家
長
と
し
て
の
権
威
性
も
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
社
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
家
族
の
棲

み
分
け
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
、
家
族
の
つ
な
が
り
を
支
え
た
先
祖
を
ま
つ
る
「
家
の
宗
教
」
も
消
え
て
し
ま
い
、
檀
家
自
体
が
檀
那

寺
を
支
え
ら
れ
な
く
な
り
、
と
く
に
寺
領
も
な
く
檀
家
も
な
い
本
山
は
そ
の
運
営
自
体
に
窮
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
日
蓮
宗
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
宗
本
一
体
の
体
制
か
ら
同
二
十
九
年
の
民
主
的
な
宗
制
へ
の
改
正
を
通
じ
な
が
ら
、
い
ち
早

く
包
括
法
人
と
し
て
の
宗
教
法
人
日
蓮
宗
を
組
織
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
都
道
府
県
に
登
記
さ
れ
た
日
蓮
門
下
の
寺
院
を
日
蓮
宗

と
し
て
包
括
し
、
全
国
の
管
轄
区
域
（
管
区
）
に
宗
務
所
を
設
置
し
、
そ
の
管
区
内
（
管
内
）
の
寺
院
・
教
会
・
結
社
の
統
轄
を
図
っ
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た
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
本
山
と
末
寺
と
い
う
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
寺
院
運
営
か
ら
、
日
蓮
宗
宗
制
（
日

蓮
宗
宗
憲
・
日
蓮
宗
規
則
・
日
蓮
宗
規
程
）
に
基
づ
く
法
人
運
営
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

４

現
行
の
行
政
機
関
の
課
題
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
日
蓮
宗
は
い
ち
早
く
宗
教
法
人
日
蓮
宗
を
組
織
し
た
た
め
、
他
の
伝
統
教
団
と
比
べ
る
と
、
行
政
的
に
整

備
さ
れ
て
宗
門
的
に
も
教
団
と
し
て
の
統
制
も
と
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
教
法
人
を
統
轄
す
る
文
部
科
学
省
や
県
の
学
事
課
な
ど
所
轄

庁
を
し
て
、
伝
統
教
団
の
中
で
は
日
蓮
宗
の
申
請
書
類
が
も
っ
と
も
整
っ
て
い
る
、
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

一
つ
の
大
き
な
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
本
山
の
由
緒
や
故
事
来
歴
の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
は
本
末
関
係
に
よ
っ
て
護
ら
れ
て
き
た
日
蓮
宗
と
し
て

の
権
威
性
（
本
山
の
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
振
る
舞
い
）
が
崩
壊
す
る
中
で
、
日
蓮
宗
と
い
う
行
政
機
関
が
そ
の
権
威
性
を
ど
う
継
承

し
、
ど
う
維
持
す
る
か
、
そ
れ
ま
で
宗
門
内
の
各
門
流
が
継
承
し
て
き
た
歴
史
や
伝
統
を
、
行
政
機
関
が
ど
の
よ
う
に
継
承
し
維
持
す
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
日
蓮
宗
の
法
式
作
法
の
要
と
な
っ
た
『
宗
定
法
要
式
』
の
制
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
戦
前
の
宗
教
団
体
法
を
背
景
に
、
昭

和
十
六
年
に
強
制
さ
れ
た
三
派
合
同
（
本
宗
と
旧
顕
本
法
華
宗
と
旧
本
門
宗
と
の
合
同
）
の
結
果
、
日
蓮
宗
と
し
て
は
各
門
流
で
異
な
っ

て
い
る
法
式
、
作
法
、
声
明
な
ど
の
統
一
制
定
が
要
請
さ
れ
た
た
め
、
三
派
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
四
名
の
委
員
に
よ
っ
て
法
式
作
法
が
研

究
協
議
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
春
に
は
『
宗
定
法
要
式
』
の
草
稿
が
終
わ
っ
た
と
い
う
。

戦
後
に
な
っ
て
そ
の
草
稿
が
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
身
延
の
「
第
十
一
宗
会
概
要
」
で
、「
法
要
儀
式
の
統
一
制
定
並
び
に
普
及
と
い

う
こ
と
は
、
今
日
ほ
と
ん
ど
宗
門
の
興
論
で
あ
っ
て
、
最
早
研
究
調
査
の
時
期
は
過
ぎ
去
っ
て
お
り
ま
す
。
明
後
年
は
立
教
開
宗
七
百
年
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の
大
慶
典
を
迎
え
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
も
是
非
緊
急
に
や
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
そ
の
『
宗
定

法
要
式
』
の
草
稿
に
つ
い
て
、
も
う
い
ま
は
調
査
研
究
す
る
時
期
で
は
な
い
、
と
政
治
的
な
肩
入
れ
が
行
わ
れ
、
当
局
も
そ
れ
に
つ
い
て

七
百
年
の
慶
典
に
際
し
て
出
版
を
急
ぎ
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
日
蓮
宗
『
宗
定
法
要
式
』
は
、
昭

和
二
十
六
年
に
世
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
宗
定
法
要
式
』
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
式
・
作
法
・
声
明
は
統
一
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
宗
門
内
の
各

門
流
が
継
承
し
て
き
た
歴
史
と
伝
統
、
本
山
な
り
の
由
緒
や
故
事
来
歴
を
支
え
て
き
た
法
式
・
作
法
・
声
明
な
ど
は
伝
承
ご
と
は
、
こ
の

段
階
で
跡
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
門
的
に
は
一
度
制
定
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
を
よ
り
所
と
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
各
門
流
や
本
山
な
り
が
長
年
か
け
て
形
成
発
展
さ
せ
て
き
た
法
式
作
法
（
行
規
行
法
）
な
ど
は
、
宗
教
的
な
情
操
を
喚
起
す
る
た

め
の
身
体
技
法
で
あ
り
、
文
献
な
ど
を
通
じ
た
学
問
的
な
知
識
と
異
な
り
、
そ
れ
ら
は
一
度
跡
絶
え
て
し
ま
う
と
再
興
す
る
こ
と
は
と
て

も
困
難
な
の
で
あ
る
。

く
り
返
す
が
、
戦
前
の
日
蓮
宗
は
、
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
、
本
山
な
り
の
由
緒
や
故
事
来
歴
の
独
自
性
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
日

蓮
宗
が
行
政
的
に
統
轄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
宗
教
団
体
を
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
は
と
い
え
ば
、
戦
前
の
本
末
解
消
を
引
き
ず

り
な
が
ら
、
法
人
法
の
改
正
や
農
地
解
放
な
ど
の
施
策
に
よ
っ
て
、
本
末
関
係
が
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
立
ち
い
た
っ
た
た
め
、

宗
教
法
人
日
蓮
宗
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
本
山
と
末
寺
と
い
う
由
緒
や
故
事
来
歴
に
よ
る
寺
院
運
営
か
ら
、
日
蓮
宗
宗
制
（
日
蓮
宗
宗

憲
・
日
蓮
宗
規
則
・
日
蓮
宗
規
程
）
に
基
づ
く
法
人
運
営
へ
と
転
換
し
、
日
蓮
宗
と
い
う
宗
教
団
体
を
再
構
成
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
宗
教
法
人
日
蓮
宗
と
い
う
行
政
機
関
は
、
団
体
の
再
構
成
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
各
門
流
の
歴
史
と
伝

統
、
本
山
な
り
の
由
緒
や
故
事
来
歴
と
い
う
権
威
性
を
支
え
て
き
た
、
宗
教
的
な
情
操
を
喚
起
す
る
た
め
の
身
体
技
法
で
あ
る
法
式
作
法

（
行
規
行
法
）
な
ど
の
伝
承
ご
と
を
断
絶
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
蓮
宗
は
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
、
本
山
な
り
の
由
緒
や
故
事
来
歴
と
い
う
宗
教
的
な
権
威
性
を
失
っ
た
た
め
に
、
行
政
機
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関
と
し
て
日
蓮
宗
宗
制
（
日
蓮
宗
宗
憲
・
日
蓮
宗
規
則
・
日
蓮
宗
規
程
）
の
文
言
と
い
う
行
政
的
な
権
威
性
に
支
え
ら
れ
て
い
る
存
在
な

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
行
政
機
関
の
課
題
に
ふ
れ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
、
本
山
な
り
の
由
緒
や
故
事
来
歴
と
い
う
宗
教
的
な
権
威

を
支
え
て
き
た
「
お
こ
な
い
」、
と
く
に
宗
教
情
操
を
養
っ
て
き
た
法
式
作
法
（
行
規
行
法
）
な
ど
を
継
承
し
、
ど
う
伝
承
す
る
か
が
問

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
本
末
解
消
以
前
に
は
、
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
な
ど
の
伝
承
ご
と
は
、
門
流
の
本
末
関
係
の
中
で
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
一
山
の
貫
首
さ
ま
で
あ
っ
て
も
、
発
心
し
て
僧
侶
に
な
る
た
め
に
は
、
や
は
り
そ
の
門
流
の
貫
首
さ
ま
に
つ
い
て
授
戒
得
度
し
て

弟
子
と
な
り
、
本
山
に
所
化
と
し
て
随
身
し
、
と
き
を
経
て
門
下
の
学
問
所
で
あ
る
檀
林
で
の
一
定
の
修
学
を
へ
て
、
素
紫
な
り
茶
金
な

り
の
末
寺
へ
と
袈
裟
（
僧
階
）
を
賜
っ
て
く
だ
さ
り
、
や
が
て
そ
の
器
量
に
応
じ
て
門
流
の
貫
首
へ
と
成
り
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
そ
の
門
流
の
歴
史
と
伝
統
は
貫
首
さ
ま
の
一
挙
手
一
投
足
に
あ
り
、
そ
の
貫
首
さ
ま
が
体
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
貫
首
さ
ま
の
読
経
や
回
向
を
拝
聴
す
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
ど
こ
の
門
流
で
あ
る
か
了
解
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
な
ど
の
伝
承
ご
と
は
、
行
政
機
関
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
宗
制
枠
の
中
身
で
あ
り
、
そ
の
裏
づ
け

な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
僧
侶
に
つ
い
て
現
行
の
日
蓮
宗
宗
憲
（
宗
制
）
の
規
定
を
み
る
と
、
日
蓮
宗
宗
憲
第
十
一
章
「
僧
侶
、
寺
族

及
び
檀
信
徒
」
に
第
七
十
条
「
度
牒
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
本
宗
の
僧
籍
に
編
入
す
る
」「
２

本
宗
の
僧
籍
に
編
入
さ
れ
た
者
を
僧

侶
と
い
い
、
こ
れ
を
教
師
、
教
師
補
及
び
沙
弥
に
分
け
る
」
と
あ
り
、
度
牒
を
受
け
て
僧
籍
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
者
が
本
宗
の
僧
侶
で
あ

る
と
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
度
牒
と
は
、
律
令
制
に
お
け
る
僧
尼
と
な
る
者
に
所
定
の
手
続
き
を
と
る
よ
う
に
太
政
官
が
関
係
官
庁
に
通
達
し
た
公
文

書
の
こ
と
で
、
簡
単
に
い
え
ば
僧
尼
の
証
明
書
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
は
、
所
定
の
授
戒
得
度
式

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
宗
で
は
『
宗
定
法
要
式
』
に
得
度
式
の
行
軌
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
度
牒
交
付
を
う
け
る
た
め
の
申
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請
書
類
を
つ
く
る
上
で
、
得
度
式
は
お
よ
そ
こ
の
行
軌
に
則
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
得
度
式
な
る
も
の
は

『
宗
定
法
要
式
』
の
文
言
と
し
て
は
存
在
す
る
が
、
宗
門
の
歴
史
と
伝
統
と
い
う
伝
承
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
末
解
消
し
た
あ
と
三
派
合
同
し
た
日
蓮
宗
の
儀
式
法
要
を
統
一
す
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
『
宗
定
法
要
式
』
が
、
立
教
開
宗
七
百
年

慶
讃
に
あ
わ
せ
昭
和
二
十
六
年
に
宗
定
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
各
門
流
の
儀
軌
か
ら
応
用
転
載
さ
れ
た
行
軌
や
文

言
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
お
経
文
の
読
み
方
や
、
回
向
な
ど
の
符
帳
、
そ
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
、
そ
の
文
言
以
前
に
耳
で
聞
き
、
体
で
覚
え
て
は
じ

め
て
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
歴
史
と
伝
統
と
い
う
伝
承
ご
と
の
重
さ
で
あ
り
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
承
ご
と

を
た
ど
れ
ば
、
必
ず
や
宗
祖
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
宗
教
性
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
承
ご
と
の
あ
り
方
か
ら
い
え
ば
、『
宗
定
法
要
式
』
の
行
軌
に
則
り
得
度
式
が
行
わ
れ
度
牒
交
付
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
行
政
機
関
が
宗
制
枠
に
よ
っ
て
認
証
し
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
宗
教
的
な
権
威
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で

あ
る
が
、
日
蓮
宗
規
程
の
中
で
は
、
と
く
に
教
育
規
程
、
布
教
師
養
成
規
程
、
布
教
規
程
、
修
法
規
程
、
法
式
声
明
規
程
、
叙
任
規
程
な

ど
、
お
よ
そ
法
器
養
成
に
か
か
わ
る
規
定
が
運
用
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
が
各
門
流
の
歴
史
と
伝
統
と
い
う
伝
承
ご
と
に
つ
な
が
っ
て
い
な

け
れ
ば
宗
教
的
な
権
威
性
が
保
て
な
い
の
で
あ
る
。

本
年
は
戦
後
六
十
年
の
節
目
、
ま
た
本
末
解
消
し
て
か
ら
六
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
一
二
〇
年
前
に
五
山
盟
約
に

よ
っ
て
五
山
は
じ
め
四
十
四
箇
本
山
の
共
同
体
制
と
な
っ
た
日
蓮
宗
に
は
、
各
門
流
の
伝
承
ご
と
が
生
き
て
い
た
。
い
ま
そ
の
伝
承
ご
と

は
細
々
と
で
も
生
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
こ
そ
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
急
ぎ
調
査
研
究
す
べ
き
の
時
期
に
あ
る
と
思
う
。
そ
し

て
、
宗
門
の
宗
教
的
な
権
威
性
を
支
え
る
伝
承
ご
と
を
再
興
す
る
た
め
に
、
然
る
べ
き
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。


